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ジャガイモ近縁種の細胞遺伝学的研究

3. Longipedicellata群阿倍積額問雑種n

増谷哲雄

Cytogenetic studies of the tuber-bearing Solanum species. 

3. A hybrid between two tetraploid species in th巴

S巴n巴sLong砂edicellataBUK. 

By 

Tetsuo MASUTANI 

Longipedicellata群に属する四倍種 s.stoloniJerurn 
SCI孔 ECHTu.et BcnE及び s.ajuscoense BUK.は同
一圃場での観察によれば，外部形態は類似しており，差

異はほとんど見出されない。最近 HAWKES(1958)は上

記2穣及び他数種を s.stoloniferum SCHLECI-ITD.の
1種に統指している。

筆者は次に示す四倍種種間雑種植物を細胞学的に検討

してみた。

F，(ぷ stoloniferum>くs.aルscoωse)
なお実験方法は増谷(1962b)に記載した。

上述組合せの交雑は容易で，交雑種子の発芽も良好，

実生植物け、整ーな発育を示した。

両親種 s.stoloniferum及びs.ajuscoenseの成熟分
裂 M-1では24IIが一般的である。その後の経過にも

特に異常は見当らない。 s.sto1onijerumについては増
谷(1962a)， S. ajωcoenseについてはJ曽谷(1962b)にそ

れぞれ成熟分裂の経過を記載した。
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第1図 F，(S. stoloniferum x S. ajuscoense) 
の体細胞染色体 2 n=48 (約 1300倍)
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日植物の染色体数は2n=48である(第1図)0M-Iに

おける染色体行動は良好な固定が得られず分析出来なか

ったが，移動j思]では 24IIが一般的傾向として認められ

(50細胞中46細胞しその他23II十21(2細胞)及び221I十

41(2細胞1が観察された。 M-IIの平衡核板率は9770

(64核板中 24染色体核板が62，他23染色体核板が2み

られた)を占める。 A-IIでは4個の染色体群が識別観察

されるが，その各々にけ、23，24及び25の染色体数が認

められ， 24のものは95%を占めた (112染色体群調査)。

四分子期には正常四分子のみ観察され，花粉稔性は

1959年6月25日の調査で92%を示した。

筆者による細胞学的観察の範囲内ではF，植物は両親

種と同織の正常な染色体行動を示し，特に異常は見rBさ

れない。外部形態及び日植物の染色体行動よりみれば，

s. sto1o川狩rumと S.ajuscoense (r土問一積に属すると
忠われる O
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